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アクチンは細胞骨格蛋白質の一種です。細胞骨格とは細胞の中に張り巡らさ

れた繊維状の構造のことを言います。アクチンは重合していないときはボール

のような一個の蛋白質ですが、重合することで細胞骨格となります。アクチン

の重合脱重合は細胞内

外の様々な刺激に応じ

て活発に変化すること

が知られ、細胞の運動

やシナプス形成など、

多くの細胞の機能がア

クチンの重合脱重合と

協調して起こります

（図 1）。つまりアクチ

ンの重合脱重合を生き

た細胞中で経時的に計測することは、細胞の状態を知るうえで重要であるとい

えます。 

 

この論文では、生きた細胞中のアクチン重合をホタルの発光蛋白質であるル

シフェラーゼを利用した方法で連続的に計測する方法を開発しました。ルシフ

ェラーゼ蛋白質を２分割したスプリットルシフェラーゼをアクチンに融合させ

た蛋白質を細胞に発現させます。もしそれらの融合蛋白質が、もともと細胞内

にあるアクチンの重合に伴い、重合アクチンの中に取り込まれれば、スプリッ



トルシフェラーゼが細胞内で会合し、機能するルシフェラーゼとなり光ります。

この方法の開発によって、はじめて生きた細胞中のアクチン重合量をリアルタ

イムで計測できるようになりました（図 2）。 

 

この論文では１例として紫外線照射によって細胞が死ぬ過程でアクチン重合

がどのように制御されているかを解析しました。その結果、紫外線照射直後に

アクチン重合が一過的に増加すること、そのアクチン重合が細胞を細胞死から

防御しようとする働きを持っていることが明らかになりました（図 3）。この分

子を用いることで様々な細胞機能とアクチン重合の関係が明らかになっていく

ことが期待されます。 

 


